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地震による建物への被害
六甲アイランド高等学校 総合科学系２３期１７班

①初めに ③方法②仮説

④結果

ストローの模型
（縦２４㎝、横２８㎝、高さ３６㎝）
どの強さの揺れで揺らしてもおもりを
つけて揺らしても壊れませんでした。

竹ひごの模型
（縦２４㎝、横２８㎝、高さ３６㎝）
おもりをつけなかった場合も
おもりを100gつけた場合も
建物の模型が壊れることはなかった

（縦２4㎝、横２8㎝、高さ72㎝）
おもりをつけずに揺らした場合 縦
揺れ＋横揺れの強さがMAXの時に
２８秒で建物が壊れた。
おもりを100g付けた場合
縦揺れ＋横揺れの強さがMAXの時
に１４秒で建物が壊れた

準備物：
地震発生装置・ストロー・竹ひご

粘土・クリップ

１，２つの素材を使って
家の模型を作る。

2. 模型に重り（おもりは建
物の中央部分につける）
をつけて地震発生装置で揺
らす。

3. 縦揺れ、横揺れ、
縦揺れ＋横揺れなどのいろ
いろな強さで揺らす。

４．模型が壊れるまでの時
間と壊れた時の模型につけ
たおもりの重さ計測する。

地震の揺れ方による建物への
被害の出方を研究した。

分かっていること
建物に使われている材質の

硬さと建物の重心の位置で壊れ方
が変わる。

調べること
建物の材質や重心の位置の違いに
よる被害の出方の違いを模型を
使って調べる。

建物の高さと建物に使われて
いる素材の硬さによって建物
への被害の出方が変わると思
い建物の高さが高いほど壊れ
やすく素材が硬いほど壊れに
くいと思った。

⑤考察

ストローは柔らかい素材で地震
の揺れの衝撃を吸収したことに
よって模型が壊れなかったと思
いました。

ストローの模型と同じサイズの
竹ひごの模型は高さが低く素材
が固くしなるのでおもりをつけた
場合も壊れなかったのだと思っ
た

高さを２倍にした時の竹ひごの
模型が壊れたのはおもりがつい

てる位置が高くなり重心が高く
なったので建物が大きく揺れた
ことにより模型が壊れたのだと
思いました

揺れ方の違い


